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１．東京湾アクアラインの事業概要 

・アクアラインは、東京湾の中央部を横断する延長15.1ｋｍの有料道路であり、首都圏中央連絡自動車道、東京
外かく環状道路及び東関東自動車道等と一体となって、東京都市圏の環状道路の一部を構成。 

・その役割は、都心部及び周辺部の交通混雑緩和に加え、産業活動の向上や周辺都市間の連携強化など、首都圏
全体の調和ある発展に寄与。 

・アクアラインの建設は、「東京湾横断道路の建設に関する特別措置法」（昭和61年制定）に基づき、民間資金
や技術的能力を活用し、日本道路公団と東京湾横断道路(株)により進められたプロジェクト。（調査：約２０
年、建設：約１０年） 

≪開通までの主な経過≫ 

昭和41年（1966年） 4月 建設省が調査を開始 

昭和51年（1976年） 8月 日本道路公団が調査を引き継ぐ 

昭和61年（1986年） 4月 「東京湾横断道路の建設に関す
る特別措置法」成立、東京湾横断
道路(株)の設立 

平成元年（1989年）5月 起工式 

平成9年（1997年）4月 トンネル貫通式 

平成9年（1997年）12月 開通式 

NEXCO中日本

が所管する高速

道路および一般

有料道路 （※1）着工後概ね10年程度を目指すものの、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段
階で確定する予定です。 

（※2）土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合の予定です。 

東京湾アクアライン 
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・アクアラインの建設は、設計から施工まで最先端の技術を結集した、世界で最大規模の海洋土木工事。 

・その構造は、川崎側から9.5ｋｍが「シールドトンネル」、木更津側から4.4ｋｍが「橋梁」で、トンネル区間
の中央に換気施設をもつ「風の塔」（人工島）、トンネルと橋梁の接続部に「海ほたるパーキングエリア」
（人工島）があり、施工段階では、人工島をシールドマシンの発進基地として利用。 

・建設にあたっては、東京湾における海底の軟弱地盤、風や潮又は地震等の自然条件、湾内の船舶航行、環境保
全等を考慮して実施。 

海底トンネルを長距離掘進した
大口径のシールドマシン 

アクアラインの平面・側面図 

２．アクアラインの建設技術 

風の塔 海ほたるPA 
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３．開通後の交通量の推移 

・平成28年度の通行台数は、1日平均で約4万6千台のお客さまにご利用いただき、開通当初（平成10年度）に対
し、約４．６倍増加。休日には時間帯によっては交通集中渋滞も発生するなどご利用が増加している状況。 

・アクアラインをご利用いただいた通行台数は、開通から現時点※までの総計で約１億７千万台。 

料金社会実験 
ETC普通車800円 

（Ｈ21.8～） 

東日本大震災 
（Ｈ23.3） 

※総通行台数は、平成9年12月～平成29年5月時点（19年5ヵ月）の速報値 

（年度） 

料金社会実験 
ETC普通車2,320円 

（Ｈ14.7～） 
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アクアラインの交通集中渋滞の推移



  東京湾アクアラインについて 

4 

４．アクアラインの整備効果 

・アクアラインの開通により、川崎～木更津間の走行距離は、約100ｋｍから約30ｋｍに短縮。 

・千葉県と都心を結ぶルートの選択肢が増え、千葉県と羽田空港・横浜・東名高速方面を行き来する場合の
時間短縮効果は大きい。 

アクアラインと湾岸線ルートで
相互にリダンダンシーを確保

65分

20分

0 30 60 90 120

湾岸線ルート

アクアルート
44分短縮

（約68％短縮）

（単位：分）

○湾岸線ルート

木更津JCT～宮野木JCT～空港中央IC
○アクアルート

木更津JCT～川崎浮島JCT～空港中央IC

■木更津JCT～羽田空港の走行経路

木更津JCT～羽田空港の所要時間比較

出典：Ｈ22センサスより算出

走行距離
86km

走行
距離
26km

木更津JCT～羽田空港の所要時間比較 

アクアライン 
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・アクアライン開通当初、東京都・神奈川県と千葉県を結ぶアクアライン経由の高速バスが４路線開業。 

・その後、高速バスの利便性が評価され、２３路線で１日当たり４７６便に拡大。木更津駅発・川崎駅着の便
では、通勤時間帯には１５分に１便、１日平均でも３０分に１便を利用可能な状況。 

出典：「高速バス時刻表」 （(株)交通新聞社)

新宿
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安房鴨川
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H10開通当初の路線

H27.7現在 増加路線館山

■主要バス発着地点の拡大
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※H27年度は、H27年7月現在

※便数は1日当り、片側多い方で集計 出典：NEXCO東日本調べ

■高速バスの便数の推移

４．アクアラインの整備効果 
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・アクアラインによって東京・神奈川方面が通勤圏になったため、低廉良質な住宅を求めて、木更津地域へ移
住する方々が増加。 

・木更津市では、平成26年4月に、市内の小学校としては３３年ぶりに小学校（市立真舟小学校）が開校。 

４．アクアラインの整備効果 
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出典：住民基本台帳 

■木更津市の人口 

※全国の人口は外国人を含まない 

木更津市の人口は４月１日現在、全国はＨ25まで3月31日現在、Ｈ26以降は各年1月1日現在 

指数：H9の人口を100とした各年の比率 

1,453名

330名298名

1,106名

1.7%
0.9% 0.5%

3% 千葉県 東京都

神奈川県 その他

茨城県 栃木県

群馬県 埼玉県

年間総数=3402名

千葉県

東京都
神奈川県

その他

茨城県
栃木県 群馬県 埼玉県

出典：木更津市役所（H25） 
約2割が東京・ 
神奈川方面より転入 

■木更津市への転入者数 
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